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Wi I Ii叩 Dwight Whitney 

—アメリカ言語学の開祖

序論 アメリカ言語学史の始源

ll. L S L (1 8 6 7)と言語科学の認識

沐 哲郎

I・序論ー一アメリカ言語学史の始源

アメリカ呂語学の出発を， それが体系的で実証的な研究にまで発達してきたなかのどの段階に定め

るかについては，種々の考え方があるであろう。欧州の諸言語に関するアメリカ人の研究とともに，

アメリカ原住民の諸言語に対する認識と研究方法が「科学」の名に値する状態に達した時期を，アメ

リカ臼語学史の始まりと考えることはその一つである。

西洋中世期以来のラテン文法の類型に従った文法研究は，欧州大陸の文献学的伝統を模倣しながら，

アメリカ合衆国においても存続していたことは認められる。また，十九世紀の間にアメリカ国内の

インディアン族の言語のみならず，各地の未開人種の言語の研究も，とくに人類学者や宣教師たちに

1) 
よって進められ，豊富な文献の形に幣えられていた。 各種の言語の取扱いが従来の「文献学的な」

(philological)方法からいわば「科学的に言語学的な」 (s('ientifically lin-

guistic)方法へと発展した時期にわれわれは着目しなければならない。

つぎの 3種の言語学甚が発行された年代は，それぞれに異なった意義を有する言語学史的転機であ

ったということは噌一般に認められている。

1. Beginnings of 知 rican Descriptive Linguistics 

(j) Edward Sapir(l925),'sound Patterns in Language,' 

Language I. 

(jj) Franz Boas(1911), Introduction to Handbook of Ameri-

('an Indian Languages, Fart I. 

(jjj) W i 1 1 i am Dw i g h t 暉 itney(1875),The Life and Growth of 

Language. 

これらの著作にうかがわれる己語学的原理や方法論は，アメリカ言語学史上に占めるそれぞれの位眉
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を決定させるに足るも(/)てある。

固知のように．サピア (Edward Sapir,1884-1939)の詞文 (1925)はアメリカ言語学

会の機関誌Lango a g（ぅ第一巻に掲載された記⑰すべきものである。アメリカ的な音素概念の把握と

音桑に関する構造主義的・機能t義的解釈か， サピア独特の美しい文体によって．そこに明確に示さ

れている。彼の音占理誦は心岬じ義的色彩が農く，合［用的に詭証を展開するよりも直観的にとらえた

内容をオ智の閃めくままに記述していると，；ぅ批判は， これまでにたびたび聞かれた。しかしながら，

感党的な音声現鰐背後にひそむ音素を心的実在として把握い音出の特質を全体的な構造咽のなか

でゲシュタルトとしてとらえた点において，構沿1：義昌詔学の主要概怠である「分{li」という原岬を

いち早く明らかにしたのてある。この「言語における音声構造型」の論文か発表されだ 19 2 5年は，

多くの学者によってアメリカ構造 t義亘話学の誕生の時期とされている。

音素概念の把捏、構造＿じ義的観点に『Tつ且語の，記述，さらに言語要素の分布そのものに関する考え

方は，すでにサピアの唯•一の単行書 Language : An In t rod u ct i on to t ht、 Study 

~ (1921) のなかで小されていだ。すなわち， 1 9 2 5年の音声構造吼面の萌牙的

な見解は， 「日語」の第 IIJi'jl「五語の音山」のなかの理念的音苗論に見られるのである。このように

解するならば， この「言語』の時期――-19 2 0年ごろをアメリカ己語学史にわける構迅ーじ義的原f里

の出発と定めることも可能であろう。

Fl-語学史的転機について， もう一つの見解がある。それは，ボーアズ (Fran、 Boas, 1858-

19 42)の「アメリカ a インティアン語便覧」 (1911)の出版年をアメリカ叫述じ義パ語学の初め

と見ることである。この内では，それまで十分に凋査されていなかったアメリカ未開人種の諸占語が

文献として仏；l仇用にわたって止確に出禄され，音占論・形態論に関する貞に，記述的な原叩か明らかに

されたからである。この「便覧」の言語科学上の価値は靡く，それに付された編集占仔者ホーアズの

「序誦」は， アメリカ，記述［義的；い語学の最初の憲章と称することができる。そこに展開されだ占詔

科学のI泉開と互語記述の方法，蔀は、サピアの「パ語」に人きな感化を仔えた。まに 「使覧」が， も

う一人のアメリカ構造［義 C1語学の創始者ブルームフィールド (L,.0 Il a f d n l O Orn f i e l d, 

1887-1949)の「ぃ語」 (l9 33)に， I!孔1叩設定と分析技術の両向において，深い彫戦を及ぼし

たことは見逃かすことはて・苔ない。アメリカ原仕民治についての共時，命的立場からの分析・記述とい

うf]社、か確立されだと見るならば， 「使党J(/）出版年である 19 l 0年こ‘・らは”「記心t義的アメリカ

ふげ粋’uり出発（／ぅ時期とすることがでぎる。

アメリカ[I I;［日汀）初ltflG}）系諮は，ホーアズ (19 1 1）ー・ -サ L ア (1921,1925)-—ープルーム

フィールト <1920,19:n),り」うにだど~ることい C ぎ乙，;''JJ,；臼詞心び）訓期 liけな論文と苦，it こ）内容

を系統 [Iく｝に即況する t:I tてlt, --しf)9 1 11h 1夕Iい［白系諮/)白＇｝、 9｛[ -1分にil!tり11:ノfこことにはならなI. fヽころう。
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そのt、]めには，少なくとも次に示すような己語学の文献が通時詞的に解説されねばならない。ボーア

ズサヒア，ブルームフィールドによるアメリカ昌語学史への貢献が明らかである代表的な諭文を以

ドに掲げておく。

2. Formation of American Structual Linguistics 

(j) Hoas(19171,'Introduction'to th,、 fi rs t v o 1 um e of 

I,J A L. 

---｛ 1 9 2 0)，r'「he Classifieatio11 of American Languag(、s,,

Am.An th r op o log i s t, 2 2. 
ヽ—ー・ 一

-----(1 9 2 9),'C l as s i f i c a t i o 11 of Ame r i c a 11 I II d i an Lan---

， 
guagcs, Language, 5. 

(ii) S a p i r (l 9 1 6), T i me Fe r s p e c t i v e i n Ab or i g i n a l Ame r i can 
..一• ←..”.9 ・ • ・“.. -．-・ --•一・-・--・.. -- ← → 

(! tJ I tu re : A S tu dy i n Me t hod. 

(1921),Language:An Introduction to t,he Study of 

Spee ch. 

---（1 9 2 2)，‘The'l̀  a k e lm a L an g u a g e,'i n B u a s (pd.）， 

Handbook of American Indian Languages, Part II, 

pp O 1-2 96. 

(l 9 2 4),'The Gr amm a r i an and Hi s Lang u a g (~', __:'.竺に

Mercury, 1. 

-----(19261,'Fhilology,'ど竺止 Bri t an n i c a (1 3 t h ed.）． 

-(1929),'The Statns of Linguisti(、s as a Sc i enc tぅ，’

Language,5. 
~· • • ・ • ・ -

(iii) B I o om f i e l d (I 9 1 4), An l n t r o du c t i o n t, o t he S t u d y of 

Langtlage. 
•-

←--（1922), い vi,. w of S a p i r's 1」angnage; r,、view of 
,Jcspcrsen's Languag・p. 

(192:3), Review of dP Saussurr-'s (:ours de lirr-

I I 
e・uistique gじn(、 ra l e (S C‘r (lll (i r (l.）． 
，ー ” →一し→し ”- .，▲ 

--(I92ti),'A Set of Fostulate~ for the S,i←nr:p of 

， 
Lang11agi;,・ Lang・uage,2, 
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---- （1 9 2 7)， On R e ('9ぅnt 11/ or k i n G,~ n c r a 1 L i n g u i s t i c s, 

Mod. Fhilology,25. 

--- (1930),'Linguistics as a Science,' Studieミニ上

Fhilol~J竺二 27,

アメリカ構造主義パ語学に関しては，従来サピアの「音声構造型論」 (l9 2 5)が唯一にして真

の出発点をなしていたかのような説明がおこなわれてきた。アメリカ己語学会の削設が 19 2 4年森

であり，その機関誌＾年一巻の発釘か 19 2 5年てあったという外的事情も，勿誦f：述の説明のために

璽要な怠義をりえていた。サピアの「凸詔J(l921)とブルームフィールドの「呂語」 (1933)

は，それだけでもってアメリカ構造［義心語学の原呼と方払を十分に説明している，とする見解も妥

当ではないであろう。これら構心主義を解説した占典的著作とされる 2つの「己語」は， アメリカ言

語研究史という潮流から遊離 I,で突然に出現したのではなかった。換tjすれば， 2つの「言語」は冑

それらが著わされるにいたるまでの学間的経過が背後にあり， それらが著わされた後の合語学的影棚

が大合かったと註うことてある。サピアとブルームフィールドの占語科学をアメリカ五祖学史の流れ

のなかに，記述じ義・構追＿し義という』語忠想との関連において，止しい位附づけをおこなうことが

ボ要なのである。

さて、われわれはアメリカ五語学の出発をサピア (l9 2 5)からボーアズ (19 1 1)へと．歴

史の流れをさかのばって設定してみた。これからさらに逆行してまず漕遇するバ語学の文献は，ホイ

ットニー (William Dwight Whitney, 1828-1894)の Th,、Life and 
・---・--

Growth of Lan~ぅ (1875) である。 それは，サピアの論文からちょうど 50年郎の公刊で

ある。ホイットニーはイエール大学サンスクリ；；卜文献学ならびに一般言詔学の教授として，当時の

アメリカ五語学会をリードしていた。この己語学，りを巾心として，彼かアメリカパ語学の最初期の出

発に果たした貞献を謁べてみることにする。

十九世紀の言語学史のLで， 1 8 7 5年という年代は特別の．意義があるとされている。すなわち，

デンマークのは語学者フェルネル (Karl Verni、r)が「策一―f音変化の例外」 2)という論文を

発表して，グリム (Ja (. ob Gr irurn)の原始ケルマン甜l'音に関する音推移の法則 3) を修正しだ

とされている年である。この時期以後， レスキーン (August Lcskiien)そのほかのいわゆる付

年文法家たちは．音声疫化{)概括を取扱うのにより厳正な方法を導入するにいたった。ホイットニー

はこれら青年文法家たちによる新しい□一詔研究の迎動に即解を．，Jくしていだと同時に．彼みすからも欧

州の言語学思想に大ぎな感化をりえた。

ThP Life and Growth of Languag1、 (l 8 7 5)は，実際にはホイットニーの第二．
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の一般己語学甚であった。この書は，それより 8年前に公刊された彼の第一の言語学書Language

主巴し旦旦ーミ圧」と。~(Scribner's Sons, New York, 1867) の

内容をより簡潔に述べ，講油調の第一の書を十分に整理した形に書き改めたものである。 LGLと

LSLの2書は， アメリカが産んだ世界的な文献学者・言需i学者ホイットニーをしてアメリカの言語」 L

研究を欧州大陸の学界の水準にまで達せしめたのである。ブルームフィールドはその最初の言語学書

の序文のなかで，ホイットニーの2書の価値を賞賛したことは当然のことであった。その趣旨は，

iその片者（ホイットニー］四見解の明瞭であることと，確址された事実と単なる悩測とのあいだの良心的な区

別とに上って，今日でもわれわれか承嘉てきないような内容はほとんど含まれていない。 」

という評価に十分にうかがわれる。

これに反して，最近出版された百語学史の著者たちは，ホィットニーの学問的業績をかならずしも

闘く評価して！ヽるとは；]えない。たとえばイヴィ y チの己語学史は，アメリカ学派呂語学の先駆者と

してのホイットニーについてつきV)ように述べている。

［ L，語研究の仏統は， アメリカ合衆困においては t九間紀の後半に，イエール大学サ／スクリット教授W.D.

ホイノトニー (1827-94) による研究とともに発達しはしめた。ホイット.::.— (j) 見解は彼の同時代の人たちか

ら高く，；平価されだけれども，その％時の欧州における昌語思想とは曲常きわめて同凋していて，アメリカ・イン

丁ィアン詣ゾ）＇t1門家てコロンビア大学教授フラ／ツ・ホーアス (1858-1942)の形成に決定的な影響を及ぼ

すことはなかった。」
5) 

以じの枇評とわなじような評価は， レプスキーの構造主義言語学の・概観書のなかにも見られる。

Iアメリカ合衆国における五語学は，第一次枇界大戦以後の時期にいたるまでは，欧州の言語学とはたいして異

なってはいなかっだ。われわれは， 十九世紀末ころにあらわれたW.D。ホイソトニーによる占語に関する興味

ある雌俗 Lりを札"ヽ起こすことかてきる。」
6) 

このレプスキーは，アメリカ合衆園における言語学の将来の発逹に軍大な影製を与えたのは，二十世

紀初期のF．ホーアズの苫作てあったと述べ，ホイソトニーの貞献の内容につIヽ ては呂及していない。

アメリカにおけるは語学の伝統は， 十几世紀後‘半にホイットニーのサンスクリット文献学と一般言

語学の研究から始まった， とするイヴィッチの見解は正 l,1ヽ 。彼の召語学的貞献については，っ苔の

点を考慮に入れて論ずるのが適当であろう。

7) 
(j)  ホイットニーの LSLとLGLは，フリーズが指摘しているように、 十九世紀初葉か

~ ~ ~一

ら開発されてきた印欧語の多様性・親近性・系統についての比較的歴史的研究の成果を

彼なりに総括し解釈したものである。

(ii) ホイットニの両著作は， レプスキーの批評のように｀一般言語学の概説書であって，多
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くの読者を対象とした通俗的内物てある。

(iii) オイソトニーの両著作は，ィウィッチか述べているように，当時の欧1'1-1の言語学的思想

に同謁した内容しか有しない。

われわれは以下の考察において，このような批評が卍‘りてあるがいなかを吟味しなければならない。

ホイ y トニーによる記述の拮礎となっている己語学的な£h実や原理について，彼はつき，.のように述

✓ゞて L ヽる。

「私の議自の駐づいている主若な五治学的19実は，過l、り）9ヽくばくかの間に，比較パ詣学(<:OITI par a t, I ve 

ph i Io I og y)ではありふれているとされる晶況てあり，それらがある特別の出叫に拠っていることを小す必

佐はなかった。」
8) 

ある個人の最近の研究結果を意図的に採上げる場合には，それを指摘するように配慮して 1ヽ る。ホイ

ットニーは，比較言語学の研究が達成した学問的成東は多くの人びとの共itJj_財痒として将J用して捏，＇］ミ

すると述べている。

また，言語賎の韮礎とそのt部構造に関して調和しない種々の見解が競い合って支持を得ようとし

ていろ， と説明したあとで，彼はつぎのように品している。

「一方では白然科学か他力ては心理学が，＿ 9,甜科学 (Jing-uistic sci,」 II('p)を占釦しようとしているが，

この石語科学は，貞＇にそ(/)し、すれにも隷属するものてはない。この占物のなかて 1]ゞ した諸原理は，人間とその

制度の研究者のあいだににいあいた仏くわこなわれてきたようf（種類の原岬てある。」 9)

この引用の前半は， ホイットニーが己語科学を歴史学 e 精神科学 (a historical and moral 

science)であると見なす観点に基ついた思想の表明であって，注目すべきである。己語学の犀理

は，言語を制度の一種とする観点が忍められてきた学問のなかで，普及していたものであるとしてい

る。

以上の説明を謁べることによって，彼の点図しだところが明らかになる。すなわち，彼はつとめて

一般に広く容忍され，多くの人びとの納得のゆく戸詔1り、．を小そうとしたのである。そして｀し—i語学

的原哩は府史学し社会科学においてあ沌ねく普及していだ種類のものであるということも述べようと

していろ。特外の言語tli実やある個人 (j)牛い毀的な見闘伯在才是小するこぃよ＇ で送るか含り差ヤ朽しtうと

する謙虚な應度かそこにうかかわれる。

しか l,, は話科学の原f用を総括したと 1ヽ うこと以上に巾芸なのは｀ホイノトニーの呂語の本質に関

する共時諭的嘉識てある。 c；語はその訊者だちを離れて考えることはてきな！ヽ，というふ語について

の共時諭的立場に立って，｀ l.；紺在 i発，;,i;J (a t t,. ran,.,、）と l，て彼は叩解しだ。この考えは当時心
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いわゆる青年文法家たちの思相に深い影態を及ほしている。たとえは， ジャンコウスキーはつぎのよ

うに述べている。 「ホイットニーの思考の影細は， 他の青年文法家だちにも跡づけることができる。

たとえはレスキーンであるが，言語がその話者を離れて考えることができないと主張する場合がそう

である。」
I 0) 

ホイット＝ーは冗来サンスクリット文献学者であり， ゲルマン語族の研究に関しては呵 単に固辺的

な興味しか行しない印欧語学者にすぎなかった。ジャンコウスキーはつぎのように説明している。

「ヘノリー・スウィートを除けばョ 十九t廿紀のもっとも著名なアングロ・アメリカ人の言語学者ホッ

トニーは， 青年文法家たち， ことにレスキーンが彼に霊感を負うていると称した数少ない外国人学者

の一人であった。クルチウスもまたホイットニーの影靱を受けた。」11J ホイットニーの著作のうちす

く「｛くとも前述の 2冊は， 青年文法家たちによってドイツ語に翻訳され， ドイツで出版されている。

Lan,zu age and the 
-• -~.. / ~ ← ~ ~ ●● ·-”’ヽ··-··ヽ•

Study 

(/)Ilヽ 峻によりショリー (Julius

of Language 

Jo 11 y)が訳して，

は， クルチウス (Georg- Curtius) 

1 8 7 4年ミュンヘンで公刊された。一方，

The p1 f
 

.
I
 
J
 
ー a n(i Growth of Language はレスキーンにより翻訳されて， l 8 7 6年ラ

イプチッヒから発行されたのである。

われわれの興味を惹くのぱ， 二十世紀欧州の構造t義言語学の7L祖とされている p.I-'‘ノシュール

(Ferdinand de Saussure)がホイットニーに関心を小していたことである。あるいはむ

しろ， ホイットニーの百語観からかなりの影響を受けたと口った方か滴切であろう。 F. ド．ソシュ

ールはその著書Coursde lin11:ui st1 que 
I I .  1se Ile r a I e (Far i s, 19 1 6) のなかの数

ケ所において， ホイ．，トニーの著1乍ならびに』語諮識に言｝としている c

まず，第 I草「［9，計学史概説」のなかで， ゲルマン語学者もまた実在に一段と駐近かであったため

応初期の印欧語学者の徊いた見解とはおの．ずから異なった見解に到達しだと説明して，

ールはつぎのように述べて L るヽ。

ド・ソシュ

「J位初の刺戟を勺えfーものは， 「口｛｝の生」 (I8 7 5年）の著者， アメリカ人Whitneyである。幾程もなく

して新しい学II艮か勃興［，に即ち少壮文法学旅 (,Ju n g gr amm at i k er)かそれてあって，禎袖はいずれもト

イツ人であった。」
12) 

これに続！ヽ て， ブルークマン (Karl B r n g-m an n)，オストーフ (Hprman Osthoff)，ブラ

ウン (WiI helm Braune)，ジーフェルス (Eduard s i,?Vf'rS)，パウル (H{、rman Fa-

u I),レスキーン加の学者名を掲けていろ。そして勺彼は青年文法学屈の考え方に変化が牛じたこと

に行目してつきゞのように述べている。「人は己語を目して，

は考えなくなっだ；それは言語団体の集団精神の所産である，

それ自体で発逹する有機体であるなどと

I 13) 
と人はみる。」 このような言語の性
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質に関する岬解がいかにホイノトニーのそれと類似していたかにつ Iヽ ては，後の章て論ずることにす

る。

F．ド．ソシュールがアメリカ人学者ホイソトニーの仁，詔学内を知るにいたった巾情については，

ャーゴプソン (Roman,Jakobson)の淵杏が明らかにして Iヽ る。ド・ソシュールは 19 0 9年の

講義で己語学史を諭じていた時に, 1 8 7 5年を言語学史上のひとつの転換期であると述べた。前述

のように， ホイットニーのLGLは英語板とともにフランス詔／版（パリー， 1 8 7 5)で発行されて

いた。この書が上述のように「刺戟をりえた」とciって，新し 1ヽ 亘語学沢つまり青年文法学者たちの

運動が発生したとしているのである。ド。ソシュールは 18 7 6年と 18 7 7年をライプチソヒで送

っているが，彼の考えでは，＇咄時ライプチッヒ大学かこのような新しいは語科学の運動の下芳な巾心

地であった。彼は勿論レスキーノの講義を防いていろ。そ l，て＂少なくともホイットニーの苫内のド

イツ語訳Leben und Wachsturn der Spra(、he(Leipzig, 1876)を出版したレス

キーンの仲介によって， ド・ソシュールは「この青年文法学脈の先駆者たちの案内者」 (thi s 

_Vv'._e~ of the Ne o gr arnrna r'i an pi one er s)を知ったに迎いない，とヤーコフ

ソンは推測している。
14) 

さらに「一般占語学講義』のなかの「言語；その定義」の節において， ド・ソシュールはつき‘、(7）よ

うにホイットニーの説に批評を加えなから，結局においてこれを承忍している。

「Whitneyにいわせると，［ 9，沿も一のti会制度たること他のすべての社会制度と変りはないのであるから，我

が々，；語J)）!ll［として，山音装i性を/tiいるのは，偶然てあり，単に便宜のためてある：なんら身伽を選ぶも亦口］，

聴覚映橡り）｛＼り：こ視覚映像を使ってもノt支へはなかった。この説が励端にすきる屯はいう迄もな 9ヽ ；五語は他の

社会制度とすへてし／）点にお Iヽ て類似する制度てはない；のみならずWhi t.neyが， 我々の選訳汎畠然山音器官

のt：にわちたというのは，過し；てある；その選択は幾分は人性の然らしめる所てあっヤろう。しかし肝瞥かなめ

の点において， アメリカの，i語学者(/)［ ］うところは尤ものように思われる。」
15) 

五語が社会制度の一種であり，社会の構成員のあいだの約束によって成立つという玉要な己語観は，

ホイントニーからド・ ‘Jシュールヘ受け継がれたのであった。

このような社会的な制約として(/)ふ府の認識に1姐連して，［『語，記けの恣意的な性買というもう一つ

の根本的な考え！jも，やはりホイノトニーVI汀1ii]察であったことは，己語忠想史的に屯＇位な喜義かある。

| C1甜が濯い純然たる制度Cあなltをはっきり分らせるために， Whi tu,、yが「，已号の恣忍的特質を）J,況した

ことは，仰めて％を得た処謹てある。かく 1，て彼はぃ詔学を U凸ド）1也盤の上に据えたのてある。」 l61 

この点に関して， ホイットニーは「行けるところまで行かなかっにそしてこの恣薗的特質こそげ語

を他の一切の制度から板本的に引離すものなることを見逃がした」と亘って， ト・ソシュールはホイ

ットニー自身の細拷の不十分であることを批判している。



， 
概略的であるが、以上，ホイットニーの言語研究についての現代における評価，十九世紀末におけ

る青年文法家たちとホイ y トニーとの関係， およびド・ソシュールの言語観とホイットニーのそれと

の系譜などを調べてみた。彼が科学としての言語学を樹立しようとした熱意が二十世紀十年代以後の

アメリカ言語学の発達にどの程度の影聾を及ぼしたかを測ることは困難である。確かにブルームフィ→

ールドは，彼の学問的業績に敬意を表していることは事実である。サピアとブルームフィールドに始

まるアメリカ的色彩の濃い構造主義的言語学は，ボーアズのアメリカ・インティア尋吾研究に直接の

源泉を得ていることは苫うまでもない。われわれはホイットニーからボーアズヘの人類学的・言語学

的系譜は，可能なかぎりたどらなければならないだろう。

十九世紀末において，アメリカならびに欧州の言語学界に占めていたホイ y トニーの偉大な地位は，

アメリカ占語学の閲祖としての彼の役割を十分に怠義あらしめるであろう。以下に掲げるのは，彼の

L S L (1 8 6 7)とLGL(l875)の主著以外の直要な論文と著作である。これら文献を考察

することによって，ホイットニーの言語科学と言語観をさらに叶細に，具体的に明らかにしなければ

ならない。

3. Writings of W.D.Whitney 

(j)~ー (1876), Languages and Its Study, with special refe-

rence to the lndo-£uropean Farni ly of LanguaRes: 

Seven Lectures. Edi,ted by the Rev. R.Morris(London: 

Tr. u. b ne r) 

(ii) - (1 8 7 6),'L an g u a g e,}, ~·s Universal Cy c! ~~aed i a 

(New York:Appleton), vol.ii, pp・88-97. ． 
(iii)一 (18 7 9), S a n s k r i t G r a mm a r (Ox f o r d U. F r e s s) 

(iV) - (l 8 8 5).'P h i lo l o g y,'J匹ェェ上吐ピ．~ (9 t h 

edition), vol. X珊， pp.765-780.

(V)-(1889),'Preface't,o the凸gn t u ry」)jc t i on a r y : A n 

E n c y c I o p e d i c Le x ic o r1 ~ ~ e (The 

Times, London; The Century Co., New _York,1889-1) 

(Vi) - (1 9 7 1), -~-竺lected Writings of 

Wi l l i am Dw i g h t Wh i t n e y, e d i t e d by Mi ch a e l S i l v er -
- -・  

s t e i n, w i t h i n t r o d u c t o r y e s s a y by R om a n,J a k o b s on 

(MI T F re s s, C a rnb r i d g e, Mas s.) 
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II. ~旦(1 8 6 7)と言語科学の認識

最初の—舟伎五語学内である I_Janguage and the Study of Language(1867) の
-·一•一·^．．,・ ・ •• ・ d • • ←., ·—`'• ・.ー-•.一”. ----------…-・―

冒頭の章において， ホイットニーは言語科学 (linguistic science)の特質を概括内に説明

している。言語科学が合わめて新しい学問であり， 十九指紀に発達した研究であると述べ，即質学 n

化学・天文学などの他の自然科学とおなじように，観察と帰納を主とする科学てあるとしている。

彼による言語学に対する科学 (sc i en Ct!)としての地位の要請は弥くて明確であり現在におけ

る詞語学的観点から眺めても，十分に納得のゆくものである。卜九廿［紀以前の化学・天文学とおなじ

ように，五語研究においても「早急な一般化，根拠のない仮説，決定的でない油繹」かゆきわたって

！ヽtこと言う。これら科学全般につ Iヽ て，彼はつぎのように述べている。

「あらゆる場合に，困難というものはほとんと同様てあっだ。それは，観察された事実がどしく， それに対して

研究者が採るところの芯った立場という点に{fした。健全なh法を確吃 1,'t＇↓l[な結束を精密にするために，帰

納的な椎論の基礎として役立つような現象の l分，な況集と分類がおこなわれていなかった。これとともに，そし

てまた部分的にはその結果として，仙見と仮想とか）情納r7)｛立［性を奪取していたのてある。」
1 7) 

従来の言語研究をふくめた白然科学に対するホイ y トニーの批判は， このように厳しいものである。

彼が，言語科学を自然科学に近い観察と分類をt嬰な操作とする学問てあるとみなして，その科学性

を弥く求めて 1ヽ たことは注目に値する。

は語研究に対する総体的な名称として， ホイットニーは「言語科学」 (li n g u i s t i c s c i en ct~) 

をもっとも頻繁に用いている。最初の言語学書の上；上の副題が ‘'rw e 1 v e l e c t. u re s on 

the principles of上i!1gl~ i _s _t iここ旦竺ユ’ となっていることも， この語句に重
要性の置かれて1ヽ ることをホしている。つぎに， 「人間苫語の科学」 (Scienc,; of human 

speerh),「己語研究」 (study of language, linguisti(' study, lin-

替ui st i c i n v e s t i g a t i on),「己語の科学的研究」 (the seientific st.udy of 

language)のlii法がかなり見られる。「言語学」 (linguistics)なる語は諭述のあちこち

に用いられていないことはなIヽ が，われわれの予相に反して令 ‘1 i-n gu i s t i(' science' ほ

どに熟しfこ使川法となっていな 1ヽ 。約 15頁におよふ詳細な ‘INDEX' のなかで， ‘Lin-

gu is t i c s c i,; n c e' は見出し忠として掲けて 1ヽるか， ‘Linguistics' は示していな Lヽ

ことから考えても，後者に術語としての価値を与えていな 1.,ように思われる。そ 1，て ‘Science

of lanl[uagp' は 1―‘Linguistic sciPnc(、’ を見よ」となって1‘ る。

江直すべぎは， 「般心訂研究」 (tJu、s t n (ly o f l a ngu a g二）と「特殊己語研究」 (the
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study of ~！凸主エミ~）との用法上の区別をホイットニーがおこなっていることである。前

者は無冠詞の language であり，後者は無冠詞複数形の‘languages である。そして

前者の研究の特質についてつぎのように述べている。 「それはいたるところにある〔言語的な）諸事

実でなくて，その叶i実の理由を追求する。それは，われわれがいかに話すかやいかに話すべきかでは

なくて，いかなる理由で話すのかを衿ねる。人間の歴史の窮極的な弔実そのものにまで遡り，かつ人

」18) 閻性の深みそのものにまで降って，そのような理由の探求を続けるのである。 要するに， la.n-

gllag心の研究は実際の発話の諸己語における実態の分析調査を中心として 1ヽ る。これに反して，

l an g u age' の研究は言語の本質と言語習得過程に見られる観怠 (idea)と記号 (sign) も

しくは語 (word)との結合など，己語をして占語たらしめて 1ヽ る原岬の追求を目標としているので

ある。

戸語科学か 1ヽ かなるものをその資料とい対象として採り上けるかに関しても， ホイットニーは十

分に解説 l99 ，詞じている。

「日拍科学の資いわよび対象とは口語の全体てある。入rできるかぎりのすべての，皿限の多様性を 1、った人類
, ；語の諸形態てあって，人間の心や口頭に現介活動しているものも， 文献にのみ保{fされていろのも、数こそさ

らに少ないか， Iヽ っそう水久的な，黄銅，石碑に記録として刻まれてあろのも，すべてか言語科学の資料および

対依てある。 L90{ift学の分野と規模とには時代的人種的制約はない。外部に知られることの最もすくなく，才能

的にもはなはだ tれまれていない人種の方丘も，廿t界史卜の指導的人間の方いも同様に， ci語科学の関心中＇てあろ。

日分の心の動善を（也人に合図するために人間の口からひとつの音声が発せられるときとところには，かならず，

この科学かこの音声を細心の検行に｛直する特質と機能とをもったもじ）どして＂すすんて取り上げ，研究する。い

かなるふ冶[)いかなる11実も己詣研究名の見地からみれば，凋介を水めている。というし＇）は，全体の光にあてて

みて始めて，し、か八る邪分も完全に理解て苔るからである。」
, 19) 

ここには， Cコ語，目学か取り扱う昌語現象の仏大な領域が示されており，人類―丘語の無限に多様な諸相

か網糾的に心べられている。

もしホイットニーの戸語科学の対象を分類するならは、つぎ｀の 3種になるであろう。

(i) 人間1の口頭に発せられる「発話」としての言兜と文献・石碑などに叫録された書記言語

(ii) 末開人種の己謳と文明国人の苫語

(iii) 忍味仏逹のための音声としての言語の特質と機能

「[7語の仝体」を研究対象とする，と述べるホイ、ノトニーの態度は，確かに公iIで 1'），納得のゆく

ものてある。こ (1)ことは，前述の，1|川につづくつぎの文章で， さらにはっきりと述べられている。

□言語現象をそ cr)｛固々の部分において， 主たすべての様相において冗全に兜解するために，戸語現象
に関するず＼ての臼料を位集し，整岬し，説明するのが研究者の努力目朽てある。」 20)彼の態度は，
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偏見・臆測・空想を主としていた前科学的もしくは非科学的方法から脱して，広汎な言語査料の「蒐

集」， 「整理（分類）」， 「況明（解釈）」という記述主義的己語研究の方法に従うことにある。こ

れは，前述の「帰納的な推論の基礎として役立つような現象の十分な蒐集と分類」というのとおなじ

趣旨である。さらに， このことは， 30数年後に文化人類学者ボーアズによって実践される記述主義

的・構造主義的原理の先駆的な説明であると見てよい。

以上，科学としての五語学の特質呵丘語学と占語科学の名称，＇言語科学の対象と分野などに関する

ホイットニーの認識と見解を明らかにした。彼の言語観の特色を詳述するに先立って，われわれはア

メリカ言語学史の創始期を飾る最初の一般言語学書I」ang u age and t he S tu 

gu age (18 67)について全体的な説明をしておきだい。つまり 1 この苔の出版にいだる経緯， この

書の内容の概観と日語学書としての評価についてである。

このーし立しの成立事情については， ‘Yale College, New Haven, Conn-, Au-

gust. 1867' と記された序文の冒頭で， ホ，イットニー自身が説明している。すなわち， 1 8 6 4 

年 3月の間に今ウォシントン市のスミスソン民族学研究所でおこなった On t he Fr i 11(、ipl e s 

of Linguistic Science' と題する 6回の連続講油の形において，本苔の内容は最初に述

べられたものである。この講演内容についての簡単な梗概は，同年に（実は18 6 3年の報告として）

発行された研究所年次報告に印刷された。その翌年の冬（つまり 18 6 4年 12月と 18 6 5年 1月）

に， この講洞は，今度はボストン市のロウエル研究所で講習会の一つの授業課程としてふたたびおこ

なわれ， 12 [nJい驚演に拡大されだのである。一般読者のまえに提出されたのぱ，本質的には講油の

折のままの内容しあるが，印刷出版に際して注怠ぷかく書き改められており、かなりの分贔が追加さ

れている。だどい言語理論について注目すべ含見解の変更をおこなったのは｀本書第十一章に綸じ

られている「言語形成の最初の段階における擬出語的原哩」に当てた部分であった。ホイットニーは，

この原理に対じて見解を改めることにますます贔度の有効＇ K生を与えるようになってきた， と述べてい

る。

さて， LSLの内容につ！ヽて概観してみよう。冒岨(/J'coNTENTS'においても巻末の

ANALYSIS' にお Iヽ ても，綿密なt要内容を小す項目が列記されていて，講じられた言語

科学のt類・材料・論述が一見して岬解されるように配慮されている。各章の詳しい目次内容のなか

の主要項目だけを採り卜げてぷ I,, 全体を (i)～ (|V)部に幣理すると，つぎの表のようになる。



(i) 序 論 1危 序説，亘語科学の根史・資料・対象，母国詣習得。

JIぷ 言語変化の原因｀制度としてのしi謳精神科学としての百語学。

Ill章 音占変化と，営床変化。

(ii) 己語変化• N章言語の成恥 jj己ケルマン語族

分岐の諸 v痒方ふ関連性，印欧祖語
相

（印欧詣）
w章 印欧語族の車要r卜比華ふ言語学の力払

¥1!章 印欧語の起源，根，屈折語とi'尿1「

1111，胄 印欧詣の特徴／セム語族｀アルタイ語族

13 

(iii) 呂甜変化・ 1X章 己話の発生的分類の不確実性， アンア・マレー，ポリ不シア・アフリカ・アメリカ諸

分岐の諸

相

（非印欧晶）

託語，孤立語

(IV) 総 論 X章丘語分類匹形態荊的分類， ,j詔学と民族学

兄庁 五語の起IJt1｀亘語と忠考

XII章 呂語と人間性，書記法、英語の地位

以上のように，苫語と言語科学の論考に採り上げられている上ミ上の多数の項目は， 4部に幣える

ことがで苔よう。 (i) 序論—言語科学の特質と，言語とくに音声と意味の変化論， （ii)'百語変

化・分岐論―一一方言と印欧語の特徴， （iii)言語変化・分岐論ー一与老生的分類と非印吹語の特徴，、

(IV)総論ー一言語分類，言語起源，言語と思考と人間性，という内容である。

しからば， この上こししの言語学書としての特質はどのような点にうかがわれるであろうか。ホイツ

トニーの五詔と亘語科学に対する認識のなかで特徴的なものに注目いつき｀の項目に分けて列挙する

ことができる。

(j)  ti語と丘語科学を論ずるに際して，確証されたt打実と単なる＇億測・仮説とを区別してい

る。

(ii) 言語現象の個々の市実を記述するよりも，その現象をつか含どっている原理を明らかに

しようとする。

(・III) 言語科学は自然科学に類似しているように見えるが，麻史的科学 (historical

SC i口nC （~)であり，精神科学 (moral science)と見なして 1ヽ る。

(lv) 制度の一種としての言語と見る観点に立てば勺己詔科学の方法は歴史的であり呵社会的

である。

(V) cl語の音声〗意味の変化 (lI. m, W店）を取扱っていて，歴史言語学的考察に璽点が

骰かれて 1ヽ るように見える。 Lか 1，， 一方では，共時論的立場から，構造的な考察も配
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慮されている（ I，珊， lX,X,Xl,XII章）。

(Vi) 母国語（英語）科得の考察から始まって (I章）呵母国語（英語）の世昇中の語言，i［i(/_)

なかに占める地位を結詞として詞じていろ (XII印）。

上しの五語学書としての総体的な特質を以上のように整理してみだ。このような特質が青年文法家

や構造主義的占語学者たちりい語思相に枝ぼした影楔につ Iゞ ては， さらに具体的な項目に焦点を絞っ

て考察しなければならないであろう。

以下においては， ホイ・ノトニーの口語と己語研究に関する忍識のなかでもっとも特徴的であり、彼

以後の言語学思相に感化を及ぽしたと考えられるものを採り卜-げて論じてみた 1ヽ 。その一つは，

科学に与えられた課題の理解てあり， これをつぎの 2項に分けて考察してみる。

(i)  己語学者に課せられた任務

(ii) 占語研究者による言語記述の態度

勿論｀この 2項はそれぞれに深い関連があることが明らかになるであろう。

苔←全五
c•J nロ

まず，言語科学の課題を明らかにするために，ホイ y トニーは呂語研究に携わる者の任務につ Iヽて

明確な説明を与えている。前述のように，言語科学の対象は文献・石碑等に保存された視覚的な丘語

資料から口頭に発せられる発話にいたるまで，広大にして多様なる人間言語の形態であろ＾この対集

令体を言語研究者 (lingni st ic stndent)は蒐集し，幣理い説明するのがその日標である，

とした。そのような研究領域との関連において，ホイットニーは言語研究に従巾する者をつぎ 3種の

範疇に区分している。

(i) 文献子者 (philoloμ;ist)

(ii) 已語ぜ1得者 (m(、re linguist) 

(iii) 五語学者 (linμ;nistic stud(~ n t, s(、ie II t i f i C S t ll cle 11 t O f 

language) 

最初の区分の文献学者は「文献記録 (literary records)に苗栢されているような人間の思

, 2 1) 
相や知識の研究者」 である。そして，単なる言語停臼者は「実際に使用するために諸己語を学習

する者」の意味に解して！ヽる。ホイノトニーは， ‘ling・uist'(こ口語を習得して実用に供する者

や多くの言詔を流暢に話す人の忍味を認めていだがゆえに， linguist-' と語諒的にも関係のふ

か！，ヽ li ingnisti,、s なる語を l' ing11 i st if' sf'ienc（入 ほどに頻繁に用いなかっ

たようで序る。

かくして，ホイノトニーによれば，貞の意味の言語研究者ないしはご語（科）学者は，一方では，

その研究領域が文献学者の領城に接しており， また他方Cは，己語学粁者0それと堺を接していろ。

l，かl，9 [ i語学者はこ（，＇）両者と親しく 1笈助を交換し忙がらも， なお両者で）I』ヽずれとも区別1合わだ分野
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を扱うものであるとしている。

［仮（ c_9,沿和学者）はc-］語を思糾の通具，表現の手段として取扱い，その記録としては取り扱わない。彼は単純

な治(words)や1,J(phr as,・s)を取扱い，文 (SPHtences)や文献 (texls)を取扱わなIヽ 。彼はCi記

叫り的＇l命斤どり，そ J)起源を発見し， h辺の継続的なそれそれの段階を追跡 tノ，変化を如配する杜則を推品

することを目さしている。これらを認識するならは，現在I切らかになった国語の相の統一性と種々柏が自らに説

馴されるてあろう。これとともに，人間天賦の資質としての丘語の杵質とその見（相との関係知件の発瑾と知識

J)成長へわよぼす影料，パ語に反映されだ籾神と知識の歴史を坪紹することを目柾どしている。 1
2 2) 

文献学者・己語学背者との対比において，己語学者の担う課起の輪祁がここにポされていると見てよ

I.ヽ。

言語研究者，つまりホイットニーの戸う貞の四語学者は，帥述のり1川の内容を分析するならば，己

語の呼解とその取扱い方につIヽ てつ苓の3項を中心として作業することが解かる。

(i ） 己語を思想の道具，表現の手段として扱う。

(ii J 言語の起源，成長，変化の法則を明らかにする。

(iii) 占語と思想の関係，その精神・知識の発達への影態を凋べるっ

こり（ i)の趣旨は，彼が言語を「発話」 (tJtterance)とlぺ捉ら公共時論的立場から考察す

る必佐性を強淵していることを教えて 1ヽ る。しかし，彼が己語学者は語・句は取扱うのに，文や文献

は研究対象外としている真急はどこにあろのであろうか。おそらく，ホイットニーの考えのなかには，

文や文献の分析は文止学者（ぃrammarians)の任務であり，文や文献にもっともよく表明される

人惜い思相を取り扱うのは文献学者 (philologist)の課娯であるという専攻分野の区分に対す

るぷ識か仔 I,．「このてあろう。

しかし (ii)と(iii)に閲するホイットニーの立場はどのようなものであろうか。言語変化の問題

と言叫ど砧神史の卯係とは，確かに，歴史；；；＾語学ないしは比餃己語学の主芳な課起てある。前述のよ

うに，．L互」上幻全体 12店(/)うちで，第1I箪「再語変化」と第 1lI咽「音声変化と忍味変化」以降第珊

単の前‘l'にいたるまては，印欧語族を中心とする；；；語の歴史的推移しこ屯点を四いた紹説となっている。

言甜学は料史的な科学てふり， 己語学の方法は歴史的であり語源的でなければならないという信念は，

ホイソトニーの己語観の桔盤に存したことは十分に考えられる。しかし注愚すべきは，呂語現象の変

化に1見して，彼は甲なる通時諭的巾実を記述することを最終目椋と定めていたのではなくて，それら

「変化を支配する法則」を期らかにしようとしていたことである。この点において，ホイットニーが

単なろ歴史己出学に心酔した学者てはなくて，科学的な言語学者として，言語を共時論的立場からも

まだ深く考察しようとしていに，と戸：えるてあろう。

ぃう主でもなく， ホイ、ノトニーは口訴学名の扱う分野が文献学者の研究領域に式で入りこむことも
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あり得ると考えていた。言訊浮：者の任務として， L述の (i), (ii), (Iii)項のほかに さらに

つぎの項目を付加している。

(IV) 言語は有史莉の人類の行為・連命を研究する主要な T0段となろ。

』語の分脈ないしは系統の研究が， 人類の区分と文化の諸類型を考察の対象としている人類学 (an-

thropology)や民族学 (ethnology)と深い関係があることは勿論である。己語研究が民族

学研究の址礎となること，這語そのも(/)[こ，自然科学的人類学が提供できないような人類に関する情

報を含んでいることをホイットニーは理解していたのである。

つぎに，丘語科学の説明の仕方とともに言語研究の態度についてホイットニーが忍図していたこと

に触れなければならない。

「われわれがこれから従うとする方払は，可能なかぎり総合的 (syntheti(、)よりも分析的 (analytic)

であり，独断的 (rlogmati，言）てあるよりも研究的 (inqurii,g)な方法てある。われわればなかんずく，

明1断をもとめ．既知の叫』なものから． Iヽっそう深遠て曖昧なものへと進んていくことにする。かくすれは，す

べての教五ある人力認識て合る範囲内にある諸々のLh実からの帰納によって原理を打立てることになる。」 23)

このような趣旨に桔づいて↑彼は英国民が熟知してい｀る資料から彼の説明のための用例を取出した。

それは，あらゆる現行の生きた口語のなかに，すべての人間言語に共通する「木質的な巾実と原理」

を含んでいろと見なしていだからであろ。

「屯実からの')i[}納により原叩を確立する」 (cs t a bl i s h i n g- 1i r i n c i p l P s by i nd u-

ction from fa』（玉 t．s)というホイノトニーの方法論は，現在の演繹的な言語理論の立場からは

別として，記心し義的直語学の観点からは1→分に正‘＿りなものであると言えよう。にi9語学の対象である

訂語学的巾実を屯祝する実証＿「義的精神は、彼のに；語研究の桐氏につねに流れていた。多くの人たち

の心のなかには，己語というじ題に被いかふさっている神秘性と曖昧さとが払拭されないままに渋っ

ている。それは， 「りi実」でなくて i推諭」に基づいて己語に1娼する諸'ii項をそれらの人びとが取扱

うとするからである， とホイ i トニーは忠告している。

しはしば彼がじ張l，ているように， 「偏見」と「仮相」を全てて，己語的市実の「観察」とそれか

らの「帰納」によって，貞に科学的なり詔研究が樹立されることをホイットニーは目指していた。己

語学は精神科学の一桶であると考えていだ彼は｀たとえ研究方法は自然科学のそれに類似していよう

とも， 占語が人間の資質に根ぎすものであり， Ej語と思想の密接な関係を見失うことはなかった。一

面から見れは、自然科学的な進化倫が学界を支配して 1ヽ た刈時において，彼ぱ， 言語学を自然科学に

沿されていた状態から，精神科学もしくは社会科学のiIf界へひき戻そうとした， と占えよう。
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16) de Sau s s u re, _Q。ー四逗.! μ. 1 1 0 (小林訳， p.102)

1 7) Wh  i t n e y, -~, P ・ 2. 

1 8) W h i t n e y, _1__§__1_, p. 1 0. 

1 9) Wh it ne y, ~, p. 6 （興沌達朗沢「近代言語学の発達』， p.7) 
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23) Whitney, LSし， p.10.
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